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 令和 4年度各区の子どもの読書活動推進連絡会のまとめ 

（２） 特別報告：東成区小中学校への電子書籍導入について 
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5. その他 

6. 閉会 
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■意見交換 

○ 公益財団法人図書館振興財団教育支援室長 片岡 則夫 氏 

主幹学校司書の事例報告にあった中学では貸出冊数が１０倍に増えている。この１年の新しい試みとし

ての学校司書のデータが積みあがって、学校にとって学校司書が必要だということが言えるように、学

校司書を全校に配置した成果が数値で見えるとよいと強く思った。 

また、学校司書という名前がついたのがすばらしい。学校司書は法律でも名前がついており、ライセン

スとして大学で学校司書課程ができている。ライセンスを持った方が今後大阪市の学校図書館で活躍

するような時代が来れば素敵だなと思った。 

ただ、週１日６時間の状態の学校司書の方が大部分を占めている。資料に学校司書の仕事として一覧表

があるが、１日６時間の勤務では大変だと思う。学校司書という仕事は多岐にわたる。勤務時間、十全な

教育環境をととのえていただければと思った。統計が大事だと思う。特に本の貸出冊数が図書館的に

はわかりやすい数値となる。「第 4 次大阪市子ども読書活動推進計画」の中で、目標値として小中学校

の学校図書館貸出冊数の数値があげられている。文部科学省から全国の小中高の学校図書館の本の貸

出冊数のデータがでるようになった。残念ながら大阪はかなり低い。今回の実践報告をみるとやすやす

と平均を超えられるのではと思う。経験から言うと、授業と絡めた本の貸出をすると貸出冊数が飛躍的

に伸びる。調べ学習や国語など、自分で選んだ本で何かをすると子どもは意欲的に借りるようになる。

そういう形で貸出冊数がのびれば素敵だなと思う。 

小中学校の学校図書館で廃棄をしない学校がある。本を捨てることに抵抗をもっている先生もいる。学

校図書館をきれいに、役立つものにするには、まず廃棄から始めたらいいと思う。大事な資料は残さな

いといけないが、古い本を棚から除き、新しい本の表紙を見せて棚に置くと、子どもたちは本が増えた

という印象を持つ場合がある。ただ、税金で買った本を除籍するには手続をふむ必要があるので、ガイ

ドラインを定めて抜取りし、別置して先生にみてもらい、必要な本は書架に戻す等をすると棚がすっきり

すると思う。大阪市全体で共通の廃棄基準ができるとなおよい。 

蔵書基準について、大阪市は独自の基準が決めているようだが、文部科学省「学校図書標準」に合わせ

る形であった方が統計的にもいいのではと思う。大阪府の蔵書数は全国平均を下回っている。資料費

の問題もあるが、下回った状態にならないようにした方がよいと思う。 

電子書籍の話もでてきていたが、説得力のあるデータ、電子書籍も読書に大事だと示す統計とかグラフ

とかを出していただけた。読書推進の方もエビデンスがあって「学校司書がいるとこんなにのびる！」

「不読率まだまだ高い！」と見える化できるようなデータを添えて進めていただければいいのではと思

う。 

 

○ 神戸常盤大学教授 中西 利恵 氏 

この「子ども読書活動推進連絡会」の最初の目的に、本を読むのが楽しいという子を育てたいというの

がある。学校教育の中でなぜ本を読む必要があるのか、なぜ生きる力につながるのかを考えさせること

が大切だと思う。先ほどの報告を伺ってそういう目的が達成されつつあると感動した。これまでの学校

教育では読書の楽しさを教えることに様々な要因により失敗しているのではないかと考えられるが、学

校図書館については、かなり改善されてきた。 

小中学校の学習指導要領の国語科の読書に関する指示事項では、読書に親しむことに始まり読書の幅

を広げて様々なジャンルの図書を利用する、その結果から自分の考えを広げることに気づくまでが目標

となっている。先ほどの報告にあった南市岡小学校の事例をみると、まさにこの目標が達成されつつあ

ると思う。主幹学校司書の配置によって可能になったことだが、担任の先生との連携が非常に重要だと
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思う。報告では事前に子どもの興味がどこにあるかを調べてワークシートを作っていた。これは、各区の

連絡会報告で出ていた、年長の子どもが興味を示さない、外国籍の子どもにどう対応しようといった課

題にも共通する。どうしようと考える前に、子どもたちが何に興味があるのかを探らないといけない。例

えば、マイブームはなにか探るとか。図鑑が好きな子どもは多いが、乗り物が好きな子もいれば恐竜が

好きな子もいるわけで、まずは興味関心があることころを調べるとよいのでは。そのために学校であれ

ば先生と連携する、それがうまくいっていた。 

学校図書館の活性化に向けた提案であるが、読書センター機能だけでなく、学習センター機能をめざし

てホワイトボードを置くなど、アナログ・デジタルを活用した調べ学習をしやすいようなスペースをめざし

たらどうか。また、南市岡小学校では、図書館に来るのを待つのではなく、子どもに図書館を近づける、

ラックに積んで教室まで運んでいた。これがすごくいいと思う。関連する本をあわせて展示する等、学校

図書館内の配置を考えることは、子どもの興味関心をひきだし継続するのに大事だと思った。 

田辺中学校の報告について、学校司書はタブレットがつかえないと聞いて驚いたが、小学校の「情報の扱

いに関する事項」（学習指導要領）に、論理的に思考すること、比較・分類・出典の明示等、情報と情報の

関連付けの仕方、情報の整理について等、「情報の扱いに関する事項」の資質・能力を育成する学習活動

が細かく設定されているが、それが自然とできていた。本とタブレットを活用し、いま求められている情

報に関する指導事項の目的が達成され、展開されていると感じた。また、報告の中で語られていた「アッ

とおどろく本」などのネーミングについて、うまく子どもの興味関心をひきだし、それにもとづいてブッ

クトークを展開されていると思った。 

この「子ども読書活動推進連絡会」資料の最初に取組事項の数値が出ており、大阪市と全国を比較して

いるが、この数値は小学校から中学校にあがると全部下がってしまう。しかし、中学校で報告にあるよう

な取組みをしていたら、さらに向上するのではと思った。 

電子書籍については、電子書籍だけでなく紙と合体させる。いろんなツールを合体させながら、本来求

められるさまざまな情報を関連づけながら考える力、自分で結論に導く力を育むことにつながると思う

ので、ぜひ強化して展開していただければと思う。 

 

○ 大阪市ＰＴＡ協議会研修委員長 杉山 緑 氏 

日頃から学校協議会の場で学力、学習状況調査等に関する統計等をみて、学校と地域で話し合う場をい

ただいている。その中で、読書の時間が少ないので、学校図書館の有効活用をいかに行っていくかとい

う話が必ず出る。 

本校では昨年度から今年度にかけて学校図書館が新しくなったため、学校司書さんがレイアウトから選

書までやっていただき、充実した内容になっていると思う。 

昼休みもこどもたちが借りに来ているのだが、司書さんに興味があるジャンルを伝えて本を紹介しても

らって借りている。そういった本を活用して、ビブリオトーク（本を紹介して、どの本が興味深かったかを

投票して選ぶ）を楽しくやっている。 

PTA 活動で学校図書館を利用させていただくので、図書館の状況がわかるのだが、保護者の中では図

書館に一回も行ったことがない人もいる。充実している図書館なので、授業参観等があったら学校図書

館で読み聞かせ等をして保護者に取り組みを紹介していただくと、子どもの興味を引き出し、親子の会

話のきっかけにもなると思う。 

本を読んで感想を言い合うという、インプットしたもののアウトプットがすすみ、それによって学習が進ん

でいくのかなと思う。自分の言葉で説明できるようになると思うので、図書館について発信をしていた

だければと思う。 
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○ 大阪市ＰＴＡ協議会広報情報推進委員長 西村 慶友 氏(書面参加) 

子どもの成長において「読書」という要素は欠くべからずものと考えております。 

しかし、行きすぎた強要は逆に「読書」の推進と逆行すると思われます。 

その象徴と言えるのが夏休みの宿題である「読書感想文」ではないでしょうか。 

自分が子どもの頃の記憶にもありますが、本が嫌いになる要因の１つと考えますので、宿題としての読

書を排除いただくことをご検討ください。 

読書の推奨についてですが、読書は 1 人で始めるよりもグループで行うことが良いのでは無いでしょう

か。例えば、輪読も良い方法ですが、より理解を深めるためにアクティブ・ブック・ダイアローグのような

手法を取り入れても良いと思います。自分も何度か経験がありますが、非常に本の内容への理解が深ま

ります。 

図書館という場所を地域の憩いのスペースを考えられてもよいのではないでしょうか。騒げない場所で

はなく、友達と一緒に話をしながら読書をするスペースであればよいと考えます。 

読書以外の知識習得を図書館でレクチャーしても良いかもしれません。YouTube や Instagram など

の SNSサイトでの効果的な情報収集の方法です。 

読書を推奨される方は「読書が一番」という思い込みが強いこともありますので、子供だけではなく大人

も一緒に学んでみてもよいかもしれません。 

本が動画サイトに負けている現状を打破する必要があると考えますので、ここは１つ、大人が子どもの世

界に飛び込んでみてもよいでしょう。 

 

○ 大阪市生涯学習推進員協議会会長 嶋津 敏治 氏 

地域からは図書館や読書活動があまり見えていないのだが、みなさん一生懸命されていてとても感動し

た。 

生涯学習ではどうしても大人の講座が多くて、子どもたちと接する機会がない。子どもたちと接するに

は図書館を経由した読書をアプローチにする方法があるのかな、と感じた。 

図書館を地域の拠点として、はぐくみネットの方からもアプローチしていければと思った。地域には民生

委員等がおり、その中には主任児童委員がいる。主任児童委員は取り組みに参加されていると思うが、

地域の各種団体を巻き込んだ活動ができればと思った。こちらからもアプローチをしていければと思っ

た。 

 

○ 大阪市生涯学習推進員協議会副会長 浅田 真理子 氏(書面参加) 

大阪市の児童・生徒の不読率が全国平均を上回っていること、家庭蔵書数と学力テストの正答率が比例

していること、興味深く拝見しました。 

読書が大切なことはわかっていても、なかなか落ち着いて読書する環境がないのではと感じました。 

読書ノートやいまの若い人たちに人気がありそうな電子書籍などいろいろ工夫はされているとは思いま

す。私はやはり、幼児のころからの読書習慣(読みきかせ)が大切かなとつくづく思います。 

幼児のころに楽しいとか興味を持つと大人になっても本が好き、読みたいと思うのでは……。 

生野区では乳児検診の時にボランティアによる読み聞かせを実施していましたが、コロナ禍で中止とな

り残念です。各家庭で読みきかせや読書をするという習慣や時間がとれるといいのですが、親たちも忙

しくむずかしいのかもと思います。 

地下鉄に乗っても、10人中8、9人ほどの人がスマホとにらめっこ。本を読んでいる人は見かけません。
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大人が見本となって、本の楽しさを伝えていかなければと反省します。少しずつ読書に興味を持つ子が

増えるといいなと思います。 

 

○ 大阪市生涯学習推進員協議会副会長 重本 由見子 氏(書面参加) 

資料を拝見して、読書推進プロジェクトの「オリジナル読書手帳」を知りました。大変楽しい試みで、たく

さんの子どもが実際に活用してほしいと思います。 

学級での PRがどれくらい浸透しているのかわかりませんが、引き続きの発信を願います。 

以前「読みきかせ」に参加させていただく機会がありましたが、ただ絵本を読むのでなく感情たっぷりの

表現に本の世界に引き込まれました。孫と接する機会にはぜひ、自分なりに感情をこめて読みきかせを

したいと思いました。 

ウィズコロナの今、難しいことも多々あると思いますが、地域ボランティアの方々にエールを送りたいと

思います。そして図書館のさらなる魅力発信に期待しております。 

 

○ 区代表ご意見(要旨) (書面参加) 

ぴよぴよおはなし会を立ち上げ、2021年 1月 28日より、月 1階 0-2歳児までの子と保護者を対象

に絵本の読みきかせ、手遊び等を行っている。新型コロナ対策として、予約制としている。 

おはなし会の帰りに「ありがとうございました」と声をかけられると、ボランティア側も「聞きに来てくだ

さりありがとうございました」というあたたかい気持ちになる。 

保育所、幼稚園への読みきかせが始まった時にスムーズに取り組めた。 

要望としては、ボランティアのスキルアップが必要であり、また、0 歳児用の絵本もたくさんあるが、昔か

ら読みつがれている本を入れてほしい。 

読みきかせのボランティア講座後、数名の方が新たに入会してくださるが、コロナ禍では見学や実践が

できず、初心の「ボランティアするぞ！」という気持ちが薄らいでいき、退会する方が出てきている。新し

いボランティアを増やすため、年 1回の講座は続けていってほしい。 

紙芝居は、新しくなっているが、作者も変わり、内容が変化している。昔話を題材としたものについては

特にそのように感じる。そのため、どんどん新しいものを入れるのではなく、昔のままの内容のものも蔵

書として提供してほしい。 

 

質問： 

朝読が実施されているが、朝読と学校司書のいる時間帯が合わない。朝読の時間にあわせて学校司書に

来てほしい。学校司書も全クラスをまわることができるのでよいと思う。 

訪問している学校では、校長先生が交渉されて、学校司書の勤務時間が９時からだったが、８時３０分に変

更していただけることになった。各校で学校司書が勤務される時に、朝読や行事をあわせていただけるよ

うに交渉していただければと思う。 

事務局（学校図書館支援担当）： 

勤務時間、配置規模によって、どうやって勤務させるのか難しいこともあるが、学校で、こういったことで

学校司書の力を活用したいということでそれぞれの学校で勤務時間を設定できるようにしています。 

様々な事例を共有しながら、各校の実情にあった形の支援を行っていければと考えています。 
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